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※指導教員（または専攻主任） 氏名： 

                  （自署） 

日本学生支援機構奨学金では、第一種奨学金（無利子）・第二種奨学金（有利子）・併用貸与の学業基準がそれぞれ以下の

ように設定されています。当該学生について，指導教員の所見として当てはまる場合はチェック（☑）を入れてください。 

 

＜申請する課程が修士課程または専門職学位課程の場合＞ 

＜申請する課程が博士後期課程の場合＞ 

相当する奨学金種別 学 力 基 準 基準に合う場合☑ 

第 一 種 ま た は 

併 用 貸 与 相 当 

大学・大学院における成績が特に優れ、将来、研究者として自立

して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事

するに必要な高度の研究能力を備えて活動することができると

認められる。 

□ 

第 二 種 相 当 

①又は②のいずれかに該当する。  

① 大学・大学院における成績が優れ、将来、研究者として自立

して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に

従事するに必要な高度の研究能力を備えて活動することが

できると認められる。 

② 大学院における学修に意欲があり、学業を確実に修了でき

る見込みがあると認められる。 

□ 

＜申請者が定職または週 21 時間以上のアルバイトに従事する場合＞ 

内 容 確認チェック 

第一種・第二種 
申請者は定職（または週21時間以上のアルバイト）に就いてい

るが、そのために研究に支障をきたすことはないと認められる。 
□ 

本書にご記入いただいた情報は奨学金推薦業務のために利用され、それ以外の目的には利用されません。 

法政大学 

相当する奨学金種別 学 力 基 準 基準に合う場合☑ 

第 一 種 ま た は 

併 用 貸 与 相 当 

大学等・大学院における成績が特に優れ、将来、研究能力又は高

度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を備えて活動する

ことができると認められる。 

□ 

第 二 種 相 当 

①又は②のいずれかに該当する。  

① 大学等・大学院における成績が優れ、将来、研究能力又は高

度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を備えて活

動することができると認められる。  

② 大学院における学修に意欲があり、学業を確実に修了できる

見込みがあると認められる。 

□ 


